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金属半導体接合に形成されるショットキー接合はエレクトロニクスの基本的

素子であり、その特性はショットキー障壁高さ(SBH)に強く依存する。過去に典

型元素半導体を用いた接合において SBH の制御が試みられたが、界面準位

による金属フェルミ準位のピン止め効果が阻害要因となった。一方イオン結合

性の強い酸化物半導体は、金属との界面に界面準位を形成しづらいことが知

られている。そこで我々は、幅広い構成イオンからヘテロ構造を作製できるペ

ロブスカイト型の酸化物を用い、界面ダイポールエンジニアリングを試みた。 

金属半導体界面に原子層のイオン電荷を挿入すると、金属側にスクリーニ

ング電荷が蓄積し、ダイポールが形成される(Fig.1 a and b)。(LaTiO3)
+及び

(SrAlO3)
－をイオン電荷として利用することで、この手法を、理想的なショットキ

ー特性を示すことが知られている SrRuO3/Nb:SrTiO3(001)界面に適用した。複

数の電気測定及び分光法から多角的に界面ダイポールの評価を行った結果、

挿入層がない時の値 1.2eV に対して、SBH を 0 eV (Ohmic 接合) ～ 1.7 eV

の範囲で制御することに成功した(Ti2p 内殻光電子スペクトル: Fig. 1c)。このよ

うなダイポールエンジニアリングは、酸化物エレクトロニクスの要素技術として、

デバイス設計に大きな自由度を提供すると期待される。 
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